マルコの福音書　

３．主イエスの権威
マルコ1:21-34
主イエスは、四人の弟子たちとともに、カペナウムで安息日を送られるようになりました。この日一日の主イエスの行動については、マルコの福音書がくわしく記しています。主イエスが、どれほど休む時間もなく、追い回されるような生活を送っておられたかということがよくわかります。この時、カペナウムの人々が主イエスから発見したものは、権威ということでした。私たちの信仰生活は、主イエスの権威をどれほどよく知り、信じるかによって大きく左右されます。主の権威をよく認める人は、揺れ動くことのない信仰に立つことができるのです。
1． 主イエスは、安息日に会堂で何をされましたか。人々は何を見て、驚きましたか。どうしてそんなに驚いたのでしょうか。
2． 主イエスが持っておられる権威は、どのような面において他の人々の権威とは違うのでしょうか。（参・マタイ21:33－41、コロサイ1:15－20）
3． 会堂で礼拝している時、汚れた霊につかれた人々が入って来て、主イエスに叫んで言いました。その汚れた霊につかれた人のことばからわかる非常に重要な二つのことは何ですか。
4． 主イエスは礼拝を終えられた後、その日の午後と夜をどのように過ごされましたか。その時、主イエスがなさったことを通して、主イエスが持っておられるもう一つの権威を見ることができます。それは何ですか。
5． あなたは、主イエスがこの三つの権威を持っておられることについて確信をもっていますか。そして、そのような確信を持っている時、実際の生活において、どのような助けになりますか。
